
市
教
委
は
現
実
に
向
き
合
い
改
善
を

教
育
委
員
会
に
病
気
休
職
取
得
者
数

を
照
会
し
た
と
こ
ろ
「
令
和
２
年
度
は

29
人
で
10
年
前
と
比
較
し
て
半
減
し
て

い
る
」
と
の
回
答
で
し
た
。
一
方
、
文

科
省
の
人
事
行
政
状
況
調
査
で
北
九
州

市
の
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
直
近
３

年
間
の
病
気
休
職
・
休
暇
取
得
者
は
、

令
和
元
年
度
66
人
（
内
病
休
者
24
人
）
、

２
年
度
56
人
（
病
休
者
29
人
）
、
３
年

度
68
人
（
病
休
者
41
人
）
と
高
止
ま
り

の
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

市
教
委
に
は
、
北
九
州
市
全
教
職
員

の
１
％
以
上
の
教
員
が
「
心
の
病
」
で

休
職
・
休
暇
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
現

実
と
真
摯
に
向
か
い
合
い
、
教
職
員
の

長
時
間
労
働
、
過
密
・
過
重
労
働
の
背

景
・
原
因
を
検
証
し
、
改
善
す
る
責
務

が
あ
り
ま
す
。

全
教
の
調
査
に
み
る
問
題
の
背
景

１
月
19
日
、
全
日
本
教
職
員
組
合

（
全
教
）
が
10
年
に
一
度
実
施
し
て
い

る
「
教
職
員
勤
務
実
態
調
査
２
０
２
２
」

の
第
１
次
集
計
の
結
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
（
詳
細
２
面
）
全
教
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る
こ
と
で
、

教
職
員
の
深
刻
化
し
て
い
る
勤
務
実
態

を
可
視
化
し
、
長
時
間
過
密
労
働
を
な

く
す
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
教
職
員
の
時
間
外

勤
務
の
月
平
均
時
間
は
、
10
年
前
と
比

較
し
て
、
校
内
で
の
時
間
外
勤
務
の
時

間
が
増
え
、
持
ち
帰
り
仕
事
の
時
間
が

減
っ
て
い
ま
し
た
。
時
間
外
勤
務
の
総

計
は
平
均
92
時
間
32
分
で
過
労
死
ラ
イ

ン
で
あ
る
月
平
均
80
時
間
を
越
え
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
法
律
で
使
用
者
が
労
働
者
に

保
障
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
休
憩
時
間

も
、
平
日
の
休
憩
時
間
の
平
均
は
11
・

４
分
（
前
回
調
査
は
19
分
）
で
、
57
．

７
％
が
全
く
休
憩
時
間
を
取
れ
て
い
な

い
と
回
答
し
て
お
り
、
過
密
で
多
忙
な

教
育
現
場
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

持
ち
帰
り
仕
事
も
、
一
層
厳
し
く
な
っ

た
個
人
情
報
漏
洩
防
止
策
な
ど
で
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
今
で
も
多
く
の
教

職
員
が
行
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
働
き
方
が

健
康
を
蝕
み
精
神
的
疾
患
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ
い
て
全
教
は
、

10
年
前
に
実
施
し
た
調
査
と
大
き
な
変

化
は
な
く
、｢

月
平
均
で
80
時
間
の
『
過

労
死
ラ
イ
ン
』
を
超
え
て
お
り
き
わ
め

て
遺
憾｣

と
し
て
い
ま
す
。

全
教
北
九
州
の
取
り
組
み

２
０
０
０
年
代
年
初
頭
に
は
１
５
０

０
人
程
度
だ
っ
た
病
気
休
職
者
が
、
こ

の
20
年
間
で
３
．
５
倍
と
異
常
な
増
え

方
で
す
。
全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合

は
10
年
前
、
急
増
す
る
病
気
休
職
者
・

休
暇
者
に
危
機
感
を
も
ち
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
配
布
し
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
と
の
交
渉
で
は
、
長
時
間
労
働
の

背
景
や
原
因
を
現
場
の
教
職
員
の
声
や

実
態
を
交
え
な
が
ら
明
ら
か
に
し
、
改

善
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
教

職
員
の
長
時
間
労
働
、
教
員
特
有
の
過

重
・
過
密
労
働
は
一
向
に
改
善
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

組
合
の
会
議
で
は
時
短
に
関
す
る
多

く
の
不
満
が
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
具
体
化
が
予
想
さ
れ
る
教
員
免

許
更
新
制
廃
止
後
の
新
た
な
研
修
制
度

に
よ
る
管
理･

統
制
の
強
化
、
勤
務
評
定

の
賃
金
リ
ン
ク
に
よ
る
職
員
間
格
差
や

分
断
な
ど
息
苦
し
い
職
場
環
境
は
今
後

も
増
え
続
け
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
教
育
現
場
で
は
、
自
身

の
健
康
を
自
衛
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

き
つ
い
時
に
は
我
慢
や
無
理
を
せ
ず
休

養
す
る
、
周
囲
の
同
僚
に
相
談
す
る
、

周
囲
に
そ
の
よ
う
な
人
が
い
な
け
れ
ば

全
教
北
九
州
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

組
合
に
は
悩
み
を
共
有
す
る
仲
間
が

い
ま
す
。
全
教
北
九
州
の
組
合
員
と
な

り
、
教
職
員
が
「
健
康
で
安
心
し
て
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
も
と

で
、
よ
り
良
い
教
育
を
行
え
る
」
教
育

現
場
を
ご
一
緒
に
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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富
野
弾
薬
本
庫

（
小
倉
北
区
）

満
州
事
変
以
後
、
中
国･

ソ
連
と
の
戦
争
を
想
定
し

た
陸
軍
は
、
１
９
３
３
年

｢

要
塞
再
整
理
修
正
計
画｣

を
策
定
し
ま
す
。
下
関
要

塞
は
関
門
海
峡
防
備
に
加

え
て
、
鎮
海
湾
（
韓
国
）
、

対
馬
・
壱
岐
（
長
崎
県
）

の
各
要
塞
と
連
携
し
た
朝

鮮
海
峡
の
防
備
任
務
も
付

与
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
に

基
づ
き
、
観
音
崎･

角
島･

蓋
井
島
（
下
関
市
）
、
白

島
（
若
松
区
）
、
大
島･

沖

ノ
島
（
宗
像
市
）
に
砲
台

が
35
年
か
ら
40
年
に
か
け

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

砲
台
設
置
と
並
行
し
て

足
立
山
の
北
側
山
麓
の
私

有
地
を
買
収
し
て
坑
道
式

弾
薬
庫
を
建
設
、
41
年
に

竣
工
し｢

富
野
弾
薬
本
庫｣

と
称
し
ま
し
た
。
用
地
買

収
は
強
引
で
、
地
権
者
は

同
意
す
る
ま
で
憲
兵
隊
に

呼
び
出
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
、
55
年
ま
で
米
軍

が
使
用
、
返
還
後
は｢

陸
上

自
衛
隊
富
野
分
屯
地｣

と
な

り
西
日
本
最
大
規
模
の
弾

薬
庫
と
し
て
現
在
に
至
り

ま
す
。
日
出
生
台
演
習
場

（
大
分
県
）
で
の
実
弾
射

撃
訓
練
の
際
に
は
、
弾
薬

を
搭
載
し
た
車
両
の
通
行

が
市
民
の
監
視
活
動
に
よ

り
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

高
止
ま
り
す
る
病
気
休
職･

病
気
休
暇
の
背
景
は
何
か

２
０
２
１
年
度
に
公
立
の
小
中
高
校
と
特
別
支
援
学
校
で
精
神
疾
患
を

理
由
に
休
職
し
た
教
員
は
20
年
度
よ
り
６
９
４
人
多
い
５
８
９
７
人
で
、

過
去
最
多
に
な
っ
た
こ
と
が
文
部
科
学
省
の
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
精
神
疾
患
で
一
か
月
以
上
の
病
気
休
暇
を
取
得
し
た
人
を
合
わ
せ
る

と
計
１
万
９
４
４
人
と
な
り
、
初
め
て
１
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
精
神
疾

患
の
休
職
者
は
、｢

働
き
方
改
革｣

が
推
進
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

こ
の
15
年
ほ
ど
は
５
千
人
前
後
で
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。



調
査
の
概
要

①
時
期

２
０
２
２
年
10
月
24
～
30
日

②
実
施
方
法

全
教
、
教
組
共
闘
連
絡
会
の
各
組

織
を
通
し
、
す
べ
て
の
職
種
の
教
職

員
に
対
し
、
全
国
の
学
校
種
別
・
年

代
別
の
教
職
員
の
割
合
に
比
例
し
た

数
で
調
査
協
力
を
依
頼
。

③
調
査
票
の
内
容

毎
日
の
出
退
勤
時
刻
や
持
ち
帰
り

業
務
の
時
間
、
実
際
に
取
得
し
た
休

憩
時
間
、
睡
眠
時
間
等
を
書
き
込
み
、

30
分
ご
と
に
勤
務
等
の
内
容
を
チ
ェ
ッ

ク
。

④
回
収
率

36
都
道
府
県
の
教
職
員
よ
り
回
答

を
得
た
。
依
頼
総
数
３
９
９
９
通
中

有
効
回
答
数
２
５
２
４
通
（
回
収
率

74
．
３
％
）

勤
務
時
間

▼
全
職
種
の
時
間
外
勤
務
は
10
年
前

の
デ
ー
タ
と
比
べ
、
校
内
で
の
時

間
外
勤
務
の
時
間
が
増
え
、
持
ち

帰
り
の
時
間
が
減
っ
て
い
る
。
特

に
平
日
の
時
間
外
勤
務
や
土
曜
日

の
勤
務
が
増
え
て
い
る
。
（
表
１
・

表
２
）

▼
文
科
省
調
査
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
以

外
の
持
ち
帰
り
仕
事
は
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
な
い
が
、
教
職
員
の
実
態
は

表
１
の
通
り
で
あ
り
、
時
間
外
勤

務
の
総
計
の
平
均
は
過
労
死
ラ
イ

ン
（
80
時
間
）
を
超
え
て
い
る
。

（
表
１
）

▼
時
間
外
勤
務
の
上
限
（
月
45
時
間
）

に
つ
い
て
み
る
と
、
59
．
２
％
が

「
超
え
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る

が
、
調
査
機
関
の
実
態
で
計
算
す

る
と
、
82
．
３
％
が
上
限
を
超
え
、

36
．
１
％
は
１
０
０
時
間
を
超
え

て
い
る
。
（
表
３
・
表
４
）
）

▼
職
種
別
に
検
討
す
る
と
、
教
諭
の

構
内
で
の
時
間
外
勤
務
は
４
週
間

で
74
時
間
32
分
。
（
前
回
は
72
時

間
56
分
）
（
表
５
）

２
月
４
日
（
土
）

５
日
（
日
）
全
国
青

年
教
職
員
学
習
交
流

集
会
「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｅ
！
」

が
東
京
都
内
で
オ
ン

ラ
イ
ン
を
併
用
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ｅ
は
、
「
自
分

た
ち
の
世
代
が
学
び

た
い
こ
と
は
何
？
知

り
た
い
こ
と
は
何
？
」

と
考
え
な
が
ら
、
楽

し
く
学
び
あ
う
参
加

型
の
学
習
会
で
す
。

学
習
会
は
、
平
井
美

津
子
（
元
大
阪
府
公
立
中
学
校
教
諭
、

大
阪
大
学･

立
命
館
大
学
非
常
勤
講

師
）
さ
ん
の
記
念
講
演
「
生
き
づ
ら

さ
に
向
き
合
う
子
ど
も
ー
絆
よ
り
ゆ

る
や
か
に
つ
な
が
ろ
う
ー
」
の
ほ
か
、

４
実
践
分
科
会
、
４
講
座
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。
講
座
「
子

ど
も
た
ち
の
心
に
平
和
の
砦
を
築
く

会
」
に
参
加
し
た
北
九
州
の
青
年
は

「
平
和
の
問
題
を
じ
っ
く
り
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
し
、
新
し
い
体
験
で

気
持
ち
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」

と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

2023年2月27日 新聞 全教北九州 ( 2 )

全
教
「
教
職
員
勤
務
実
態
調
査
２
０
２
２
」
第
一
次
集
計
（
勤
務
時
間
）

校内（A） 持ち帰り（B） 合計（A+B）

平日（1日あたり） 2時間51分 24分 3時間15分

土曜日（1日あたり） 2時間20分 41分 3時間11分

日曜日（1日あたり） 1時間10分 1時間 2時間10分

4週間合計 71時間40分 14時間44分 86時間24分

1カ月合計 76時間47分 15時間47分 92時間34分

表1 時間外勤務と持ち帰り勤務時間の平均（全職種）

「校内での時間外勤務｣（勤務日）=「在校時間」－「所定の勤務時間（7時間45分）」
「在校等時間」＝「出勤時刻から退勤時刻までの時間数」－「取得した休憩時間」
「1カ月の合計」＝4週間の合計×30/28

校内（A） 持ち帰り（B） 合計（A+B）

平日（1日あたり） 2時間43分 38分 3時間21分

土日（1日あたり） 1時間54分 1時間08分 3時間02分

4週間合計 69時間32分 21時間41分 91時間13分

表2 前回調査の時間外勤務と持ち帰り勤務時間の平均（全職種）

割合（％）

超えた月はない 31.2

超えた月がある 33.1

毎月超えている 26.1

よくわからない 8.4

無回答 1.1

合計 100.0

表3 月45時間の時間外勤務の
｢上限｣を超過した月の割合

割合（％）

45時間未満 17.8

45～80時間未満 29.3

80～100時間未満 16.9

100時間以上 36.1

合計 100.0

表4 調査結果による校内での
時間外勤務の分布

教諭 養護 栄養 実習 寄宿舎 事務 司書 現業

平日（1日あたり） 2:58 2:19 2:42 2:05 1:39 1:32 1:21 0:21

土曜日（1日あたり） 2:34 2:07 1:09 3:26 3:27 1:13 0:25 1:11

日曜日（1日あたり） 1:14 0:29 0:29 1:28 1:32 0:26 0:00 0:00

4週間合計 74:32 56:44 60:32 61:16 52:56 37:16 28:40 11:44

1カ月合計 79:51 60:47 64:51 65:39 56:43 39:56 30:43 12:34

表5 校内の時間外勤務の職種別による比較

まなびの種・つながりの芽・希望の花

全国青年教職員学習交流集会「TANE！」

東京会場での講座の様子


